
タイムライン防災・全国ネットワーク国⺠会議 設立総会
開催報告【概要版】

開催目的
全国のタイムライン防災に取り組む国の機関、都道府県、市区町村等や国民が、
取り組みの共有を進め、タイムライン防災をより多くの市区町村や地域住民に
広げていくことで、災害から命を守る防災意識社会の構築を目指すことを目的
として、タイムライン防災・全国ネットワーク国民会議を設立することとなり
ました。本会は、国民会議の設立にあたり、趣旨に賛同した市区町村長および
防災関係機関、有識者等が一堂に会し、参画者の紹介や意義・認識を共有し、
規約案や活動計画等について審議するとともに、タイムライン防災に関する最
初の意見交換を行う場として行われました。

タイムライン防災を推進する関係者が集う全国ネットワークが発足しました

日時・場所
2022年5月10日(火) 15:30～17:30
ホテルルポール麹町(東京都千代田区) 3階マーブル

参加者数 ※決議前は就任予定者
出席者 60名 (委員21名 アドバイザー6名 技術顧問5名 特別顧問2名 随行26名) 
設立準備局 7名 報道機関 9社17名

次 第
１ 開会挨拶
２ 挨拶
３ 講演
４ 出席者ご紹介
５ 議事
６ 決議
７ 閉会挨拶
８ 意見交換会

設立総会の開始にあたり、発起人の一人である関西大学の河田惠昭特別任命
教授より開会挨拶を頂き、足立敏之参議院議員と太田昭宏元国土交通大臣より
ご挨拶を頂きました。いずれもタイムライン防災が2013年に日本国内へ導入さ
れるときに、それぞれのお立場で尽力された立役者であり、当時の思い出を
語って下さりました。

続いて、発起人の一人で東京大学大学院情報学環の松尾一郎客員教授から、
「タイムライン防災・全国ネットワーク国民会議の目指すこと」と題して、講演
をしていただきました。タイムライン防災の導入経緯から、その活用の意義・効
果、そしてタイムライン防災を推進する自治体・関係機関のネットワーク構築に
よる期待と連携協働の重要性についてお話しいただきました。

本設立総会は、これからネットワークの仲間となる皆さまの初顔合わせの機会
となるため、講演後には、司会から出席者一人ひとりを紹介し、一言ずつお言葉
を頂きました。

議事では、国民会議の規約や役員構成、活動計画等について協議し、いずれの議案も
全会一致をもって可決されました。国内で初めてタイムラインを導入した三重県紀宝町
の西田町長が初代議長に選任されたほか、副議長やアドバイザー、技術顧問、特別顧問
等が承認されました。また、委員から内閣府・国土交通省をはじめとする国の機関にタ
イムライン防災推進の協力を要請する決議が行われ、全会一致で承認されるとともに、
その場で国機関のアドバイザーに決議書が手渡されました。

最後に、副議長の北海道滝川市の前田市長から閉会挨拶を頂き、閉会となりました。
次回は来年1月31日～2月2日に予定されている水防災タイムラインカンファレンスの際
に、定期総会を開催する予定です。

閉会後には、技術顧問に就任された松尾一郎東大客員教授の進行で、残った出席者に
よる意見交換が行われました。少ない時間ながら、自治体の被災経験やタイムラインの
みならず防災対策に関する悩み・課題、関係機関ができる協力や助言など、有意義な情
報交換の時間となりました。

―――――――――――――――――― 開 催 概 要 ――――――――――――――――――
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令和4年度 事業予定

広報・PR活動

幹事会・役員会の開催

定期総会の開催

水防災タイムライン・カンファレンス2022（仮称）の開催

タイムラインコーディネーター育成研修会（仮称）の開催

当団体、事業内容、タイムライン防災に関するお問い合わせ等は、下記までご連絡ください。
【行政事務局】三重県紀宝町防災対策室

〒519-5701 三重県南牟婁郡紀宝町鵜殿324番地
TEL：0735-33-0335 E-mail：bosai@town.kiho.lg.jp

【事業事務局】タイムライン防災推進協議会準備局（環境防災総合政策研究機構内）局⻑：川口
〒160-0011 東京都新宿区若葉1-22 ローヤル若葉606号
TEL：090-8706-9637 E-mail：kokuminkaigi-ml@mail.npo-cemi.com

今年度は、以下の活動を予定しています。 ※ただし、活動内容や時期は変更になる場合があります。

 令和4年12月頃を予定

 タイムライン防災の専門家や関係機関職員を講師とし、主に国民会議参画自治体の防災担当
職員等を対象に実施予定

 その他他団体における研修事業との連携を模索中

 令和5年1月31日～2月2日に東京都板橋区・足立区で開催予定

 国民会議の委員自治体をはじめ、全国のタイムライン防災に関心のある自治体や関係機関に
参加を呼び掛ける予定

 エクスカーション（現地見学会）、タイムライン防災に関する課題やその対策、工夫点など
の情報共有を目的とした防災担当者等によるワークショップ、有識者による講演、タイムラ
インに取り組む市町村長や関係機関幹部等によるパネルディスカッション等を実施する予定

 令和5年2月1日又は2月2日のカンファレンス会期中に開催する予定

 国民会議の委員、アドバイザー、技術顧問、特別顧問が参集

 令和4年度の事業報告と令和5年度の事業計画等について審議

 行事の開催や定期総会前の調整・承認、国民会議運営に関わる協議等が必要となった場合に、
適宜開催する予定

 国民会議関係者への密な連絡や情報共有のためのメーリングリストの構築

 国民会議の活動やタイムライン防災に関する情報を発信する会報の発行やホームページの構
築

 多くの市町村等にタイムライン防災を広げるための広報資料の作成
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